
 

 

令和元年度第２回「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会次第 

 

令和元年１１月２６日１５：１５～ 

場所：駅前交流プラザ「よろーな」 

２階 会議室３ 

住所：名寄市東 1条南７丁目１番地 

座長（司会）：澤田主幹 

  

１．開会挨拶 

     

 

２．議題 

（１）事例研究会設置要領改正案について･･･【資料１】 

   

※新会員紹介及び自己紹介 

     

    

（２）現地視察研修の概要について･･･【資料２】 

 

 

（３）令和元年度の事業計画の策定（案）について･･･【資料３】 

 

 

３．その他 

 

 

４．閉会 

 



No 局名 市町村名 区分 地帯 組織名 役職 氏名

1 空知 岩見沢市 組織 田 岩見沢市広域協定 代表 干場　法美

2 空知 岩見沢市 組織 田 北海土地改良区総務課 主事 小嶋　凌太

3 上川 名寄市 組織 田 名寄東資源保全活動組織 代表 鷲見　悦朗

4 留萌 留萌市 組織 田 NPO法人るもい農業応援隊 事務局長 佐藤　武志

5 ｵﾎｰﾂｸ 遠軽町 組織 畑 遠軽町環境保全広域協定運営委員会 会計 岡村　貴幸

6 十勝 芽室町 組織 畑 上伏古環境保全組合 組合長 鳥本　勝信

7 空知 岩見沢市 行政 田 岩見沢市農政部農業基盤整備課基盤整備係 主事 木村　唯有

8 胆振 洞爺湖町 行政 畑 洞爺湖町農業振興課農業振興グループ 主査 村上　友和

9 ｵﾎｰﾂｸ 北見市 行政 畑 北見市農林水産部農林整備課管理係 係長 江本　博幸

10 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 主幹 澤田　孝二

11 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 主査 高瀬　崇

12 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 主幹 齊藤　勝弘

13 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 主査 佐藤　秀哉

道協議会 水土里ネット北海道技術部 部長 雪田　仁司

※欠席者：鈴木係長（旭川市）、向井会長（真狩村）、志村係長（鶴居村）、真籠主任（別海町）

合計 14 名

「とんぼの未来・北の里づくり」

令和元年度　第２回事例研究会　出席者名簿



令和元年年11月26日（火）15:15～

【留萌市】
　佐藤　武志

【遠軽町】
　岡村　貴幸

とんぼの未来・北の里づくり
令和元年度第２回事例研究会　配席図
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【芽室町】

　鳥本　勝信

【岩見沢市】

　木村　唯有

【洞爺湖町】

　村上　友和

【北見市】

　江本　博幸



資料１ 

 
「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会 設置要領（改正案） 

 

平成 29 年 12 月 14 日制定 

令和元年度 11 月 26 日改正（予定） 

 

１．趣旨 

北海道における農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、多面的機能支払事

業における効果的な活動事例などの情報収集を行い、各々の地域の状況に応じた更なる活動

の充実・発展を図るために、事例内容について検討を行い、発信等を行うことを目的として、

この会を設置する。 

 

２．構成 

本会は、１１名の活動組織構成員、６５名の市町村職員と各２名の北海道及び北海道土地改

良事業団体連合会職員の計２１０名程度で構成する。 

（１）活動組織構成員は、水田地域４名、畑地域４名、草地域３名の次世代にわたる農業者等

の１１名程度とする。 

（２）市町村職員は、水田地域２名、畑地域２名、草地域１名の本事業を担当する者から各々

２名の６名程度とする。 

（３）北海道及び北海道土地改良事業団体連合会職員は、北海道日本型直接支払推進協議会事

務局から各々２名の４名程度とする。 

 （４）その他、必要に応じて指導助言・意見聴取のため、第三者を招集することを可能とする。 

 

３．活動内容 

本会では、次の活動を行うものとする。 

（１） 本事業における効果的な活動事例や要望の多い活動事例などの情報収集 

（２） 事例内容についての検討及び必要に応じた調査 

（３） 活動組織及び市町村等へ活動事例や検討結果等の情報発信 

（４） 北海道地域活動指針に追加すべき活動項目の抽出・調査・検討 

（５） その他多面的機能支払事業の効果的な取組に必要な事業等 

 

４．主管 

北海道日本型直接支払推進協議会 

 

５．庶務 

北海道日本型直接支払推進協議会事務局 

（北海道土地改良事業団体連合会技術部地域支援課） 

 

６．その他 

この要領に定めるもののほか、本会の設置、運営等に関し必要な事項は別に定める。 



「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会　会員一覧

会員No 局名 市町村名 区分 地帯 組織名 役職 氏名 枠

退会 空知 岩見沢市 組織 田 岩見沢南地域資源保全協力会 会長 峯　　淳一

1 空知 岩見沢市 組織 田 岩見沢市広域協定 代表 干場　法美

退会 空知 岩見沢市 組織 田 北海土地改良区　総務課 課長 高道　政秀

2 空知 岩見沢市 組織 田 北海土地改良区　総務課 主事 小嶋　凌太

退会 上川 鷹栖町 組織 水田 鷹栖町地域農業推進会議中央支部 会長 佐竹　敏明

3 上川 名寄市 組織 田 名寄東資源保全活動組織 代表 鷲見　悦朗

4 上川 旭川市 組織 田 旭川土地改良区　建設課 係長 鈴木　将浩

5 留萌 留萌市 組織 田 NPO法人るもい農業応援隊 事務局長 佐藤　武志

退会 ｵﾎｰﾂｸ 津別町 組織 畑 津別広域協定運営委員会 構成員 河本　純吾

6 ｵﾎｰﾂｸ 遠軽町 組織 畑 遠軽町環境保全広域協定運営委員会 会計 岡村　貴幸

7 十勝 芽室町 組織 畑 上伏古環境保全組合 組合長 鳥本　勝信

8 後志 真狩村 組織 畑 まっかりニコニコクラブ広域協定 会長 向井　芳和

9 空知 岩見沢市 行政 田 岩見沢市農政部農業基盤整備課基盤整備係 主事 木村　唯有 １/２

10 胆振 洞爺湖町 行政 畑 洞爺湖町農業振興課農業振興グループ 主査 村上　友和

11 ｵﾎｰﾂｸ 北見市 行政 畑 北見市　農林水産部農林整備課管理係 係長 江本　博幸

12 釧路 鶴居村 行政 草 鶴居村産業振興課農政係 係長 志村　剛

13 根室 別海町 行政 草 別海町産業振興部農政課 主任 真籠　美香

14 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 主幹 澤田　孝二

15 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 主査 高瀬　崇

16 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 主幹 齊藤　勝弘

17 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 主査 佐藤　秀哉

２/２

２/２

令和元年度１１月２６日時点

５/４

３/４



 

 

 
 
 
令和元年度「とんぼの未来・北の⾥づくり」事例研究会 現地視察研修 概要について 

 
●現地視察出席者（事例研究会員１４名、オブザーバー１名） 
 
 
●現地視察概要の⽬的 
 
 ・ 本研究会では、設置要領の３（１）及び（２）に基づき、毎年度現地視察を 

実施してきたところ。 
 

・ 過去２年間は次のとおり現地視察を実施してきた。 
 平成 29 年度 

① ⾒附市広域協定（新潟市⾒附市） 
（視察⽬的）広域化、⽥んぼダム 

② 福井県⼟地改良事業団体連合会（福井県推進組織） 
（視察⽬的）システム化 

③ ⽂殊農地・⽔・環境保全管理協定（福井県福井市） 
④ 福井市主計の郷を守る会農地・⽔・環境保全管理協定（福井県福井市） 

（視察⽬的）活動組織継続のための若⼿農業者・農業⼥性の参画 
   平成 30 年度 

① 逆⾯エコ・アグリの⾥（栃⽊県宇都宮市） 
（視察⽬的）多様な主体の参画（⼤学、NPO や福祉施設との連携） 

② 思川⻄部農村環境保全会（栃⽊県⼩⼭市） 
（視察⽬的）広域化、⽥んぼダム 

③ 守⾕⼟地改良区（茨城県守⾕市） 
（視察⽬的）耕作放棄地の未然防⽌事例、他事業との連携 

  
・ 今年度は、昨年度までの視察で得た知識を踏まえ、今後、より具体的な議論を進

めていくことを⽬的とし、道内における会員の活動状況を相互に視察することとする。 
 

 ●令和元年度現地視察研修内容について 
 
１⽇⽬（１１⽉２６⽇（⽕）） 

① 岩⾒沢市広域協定（岩⾒沢市） 
  【会場︓北海⼟地改良区】 

・ 岩⾒沢市における取組状況について 
・ 岩⾒沢市広域協定における取組状況について 
（視察⽬的）広域化、⼟地改良区連携、⽥んぼダム 

  
② 名寄東資源保全活動組織（名寄市） 

  【会場︓駅前交流プラザ「よろーな」】 
  ・名寄市における取組状況について 
  ・名寄東資源保全活動組織における取組状況について 
  ・事務委託に関する実態について 

（視察⽬的）事務委託、⽥んぼダム、⻑寿命化 

資料２ 



 

 

------------------------------------------------------------------------ 
 
２⽇⽬（１１⽉２７⽇（⽔）） 

③ 遠軽町環境保全広域協定運営委員会（遠軽町） 
 【会場︓遠軽町役場⽩滝総合⽀所】 

  ・遠軽町における取組状況について 
  ・遠軽町環境保全広域協定運営委員会における取組状況について 
  ・現地視察（⿃獣被害防護柵、外来種駆除） 

（視察⽬的）広域化、⿃獣被害防護、外来種駆除 
 
------------------------------------------------------------------------ 
 
３⽇⽬（１１⽉２８⽇（⽊）） 

④ 北⾒市かみところネット（北⾒市） 
  【会場︓上ところコミュニティプラザ】 
  ・北⾒市における取組状況について 
  ・活動組織の事務局体制について 
  ・廃屋処理について 
  ・かみところネットの⽣態系保全活動について 

（視察⽬的）事務委託、⽣態系保全、景観形成 



 

 

令和元年度 事例研究会行動計画（案） 

R1.11.26 現在 

 

※ 道外から視察研修の申し出があった場合は、本研究会の会員も都合がつく範囲で出席する。 

※ 視察研修場所は、道外のみならず道内も検討する。今年度は道内で実施することとした。 

※ 全国事例研究会等の開催に際し、発表者やパネリストの推薦依頼があった場合は、本会員か

らの推薦も検討する。 

※ 今後策定される道協議会の活動計画により、本会の活動計画も弾力的に見直しを行う。 

１ R1.８.8 第５回事例研究会の

開催 

（令和第１回） 

・制度改正について 

・Ｈ２９・３０年度の活動総括 

・今後の事例研究会の進め方について 

・令和元年度の事業計画について など 

 

２ R1.11.26-

28 

先進地視察研修 

 

・2 泊 3 日行程（道内） 

 

３ R1.11.26. 令和第２回事例研究

会の開催 

・先進地視察研修報告 

・全道事例発表会の開催計画策定 

 → 今後事例発表会に向け、本会会員間で

連携して、個別に作業を進める。 

 

４ 未定 草地帯分科会の開催 ・ブロック別開催 

 

5 R2.2.14 全道事例発表会 

 

・活動事例の発表、先進地視察研修の復命報

告 

・札幌の１会場開催 

 

6 H31.3 令和第３回事例研究

会の開催 

・R1 年度の行動計画の総括 

・本研究会の活動成果総括 

・（R2 年度の行動計画案の策定） 

 

◎ 道協議会主催事業として実施 

 未定 女性参画に向けた検

討会等の開催 

 

・開催地、時期などは今後検討する。 

 

資料３ 



 

 

令和２年２月１４日「とんぼの未来・北の里づくり」事例発表会 
「現地視察研修の報告」発表者（案） 

 
 
今回の現地視察研修は、会員地区の視察であることから、それぞれに発

表をしていただきたい。 
 
 
視察研修概要→  村上主査（ ５分） 
岩見沢市→    木村主事（１０分） 
名寄市→     鷲見代表（１０分） 
遠軽町→     岡村会計（１０分） 
北見市→     江本係長（１０分） 
視察研修まとめ→ 村上主査（ ５分） 
 
※ 時間配分については、事例発表会全体の構成により、発表時間が前

後することがあります。 
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